
          

398 ほと＝第 31 回を迎える 2007 年度 FUEL CELL SEMINAR＆EXPOSITION へようこそ。＝ 

世界 36 カ国からの 2300 名を超える参加者の皆様と 175 の参加企業を数える FUEL CELL SEMINAR は、燃料電池業界

における世界最大の国際会議です。参加者も技術関係から学術教育界、また研究界や学生、企業、投資家まで多岐にわ

たることからもこの会議の規模がおわかりいただけるでしょう。FUEL CELL SEMINAR では他の大会を圧倒する数の最新

の業界技術研究レポート、展示研究例や技術情報を擁しています。当セミナーでは期間中、次の 4 つの部門について研

究・技術セッションを同時開催致します。「公共事業向け燃料電池」、「自家用燃料電池」、「輸送機関向け燃料電池」そし

て「携帯用燃料電池」です。そしてそれぞれそのコスト、備蓄方法、信頼性、耐久性、応用性などが討議されます。発表や

展示ブースの参加はいずれも国内外の燃料電池における第一人者の方々ばかりです。2007年度 FUEL CELL SEMINAR

へのご応募及びご参加をぜひお待ちしております。お問い合わせは、当セミナーの日本におけるエージェントである C研

ツーリストまで日本語でお気軽にどうぞ。1992 年のツーソン大会からずっと参加者の皆様のお世話をさせて頂いているダ

グラスが相談させていただきます。 

 

【日程】モデルコース 

 月日（曜） 摘         要 

① 10 月 14 日（日） 成田発（夕方）空路、米国都市経由サンアントニオへ。同日午後到着。 

各自、ホテルへ。             （サンアントニオ泊） 

② 10 月 15 日（月） 終日、Fuel Cell Seminar 参加      （サンアントニオ泊） 

③ 10 月 16 日（火） 終日、Fuel Cell Seminar 参加      （サンアントニオ泊） 

④ 10 月 17 日 (水) 終日、Fuel Cell Seminar 参加      （サンアントニオ泊）  

⑤ 10 月 18 日（木） 終日、Fuel Cell Seminar 参加      （サンアントニオ泊）  

⑥ 10 月 19 日（金） 終日、Fuel Cell Seminar 参加      （サンアントニオ泊）    

⑦ 10 月 20 日 (土) 朝、空路ご帰国の途へ。               （機内泊） 

⑧ 10 月 21 日（日） 夕方、成田着。 

【モデルコース（Air+Hotel）旅行条件】 

□ご旅行期間   ２００７年１０月１４（日）～１０月２１日(土)  ８日間 

□ご出発地   成田発。 (成田までの国内線ご利用の方は別途手配します。)地方都市発お問い合わせください。 

□お申込締切日    ２００７年９月１０日(月) 

□ご旅行代金  ２０８，０００円（成田発）  
ご旅行代金に含まれるもの    ご旅行代金に含まれないもの 

航空運賃（往復ｴｺﾉﾐｰｸﾗｽ、CO/AA/NW/UA） 渡航手続費用 

宿泊ホテル（２名様 1 室、ﾋﾙﾄﾝﾊﾟﾗｼｵ）   会議登録料（登録手続代行料 1 件 3,150 円） 

 電話代・ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ代等の個人的費用 

 任意の海外旅行傷害保険など 

ﾋﾞｼﾞﾈｽｸﾗｽ追加代金(\520,000～) 

成田空港施設使用料燃油ｻｰﾁｬｰｼﾞ、米国空港関

係税（7/5 現在 約￥33,470） 

一人部屋追加料金（85,800 円） 

 

◎別途サンアントニオ空港／ホテル間のトランスファーをご希望の方はご相談ください。また、日程

はお客様のご要望に応じてアレンジさせていただきます。 

 

◎お取り消し料：ホテルのお取り消しにつき次のキャンセル料がかかります。 

 ご予約後９月３日(月)以降キャンセルの場合・・・宿泊料金の 50% 6 泊の場合 85,800 円  

 

お問い合せは・・・ 

手配：株式会社コラボレート研究所 C 研ツーリスト原宿営業所 東京都知事登録旅行業第 3-5145 号 

〒150-0001 東京都渋谷区神前 6-18-11 明治ビル２F  

tel:03-3409-1250 fax:03-3409-1586 

担当 ダグラス doug@c-ken.jp 角田 kakuta@c-ken.jp 


